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ヴィトリーノ・マガリャンイス・ゴーディーニョ(Vitorino Magalhães Godinho) 

「発見と世界経済」(Os Descobrimentos e a Economia Mundial) 

第 2 版･改訂版（1982 年） 

Vol.III 

9 ﾍﾟｰｼﾞ 

事実、16 世紀の半ばまで、「王国の船(ﾅｳ)」の積荷は主に銅（最初の 10 年間は 4,000 キン

タル、次ぎの 10 年間は 6,000 キンタル）、珊瑚、辰砂、水銀(azougue)、水銀(mercúrio)、

鉛、錫、そして布地であった。 またソファラでの金との交易のための商品も積んでいた。 

例をいくつか検証してみよう。 

トリスタン・デ・クーニャの艦隊のナウのサンチアゴ号は 1506 年に抜錨したが、東アフ

リカに留まり、翌年の八月になってやっとカナノールに到着した。 リスボンから次ぎの

物を運んできていた。 

貨幣で 964,740 レアル、すなわち 2,473 クルザード、 

475 マルコ、１オンサ、51/2オイターバの黄金、(訳注:109.06kg) 

1,206 キンタル、0 アローバ、6 アラッテルの銅、(訳注:70t858kg) 

182 キンタル、2 アローバ、27 アラッテルの辰砂、(訳注:10t724kg) 

307 キンタル、2 アローバ、7 アラッテルの水銀、(訳注:18t69kg) 

256 キンタル、0 アローバ、9 アラッテルの鉛、(訳注:15t45kg) 

 1 キンタル、1 アローバ、26 アラッテル、71/2オンサの紅瑪瑙(cornalina) (訳注:88.83kg) 

黄銅の腕輪(マニラ)150 個 

これらには数知れないロザリオの数珠、布地、小間物雑貨は含めていない。ソコトラにお

ける略奪では、黍、米、バター、なつめ椰子の実が積みこまれただけであった。 ソファ

ラにおいて管理人は 4,000 ミチカル(mitical、訳注:古いｱﾌﾘｶでの貨幣単位)の黄金を受け取

った。28,285 ペッサ(peça:織物の切れ目の無いの 1 巻き)木綿の布地については、王国から

来たものなのか、復路のためにインドで積まれたものか、わかっていない。（C.Q.no.518,

訳注:Cartas de Quitação 「受領証書」B.Freire 出版）マラバールにおいて、銅はそれだ

けで 14,472 クルザード、銀は 3,087 クルザード、鉛は 1,536 クルザード、辰砂は 3,640 ク

ルザード、水銀は 15,350 クルザードの価値があり、これらの品目と金庫の中の貨幣の総額

は 40,558 クルザードに上った。したがって積荷の総価格は、インドで売られた時には容易

に 50,000 クルザードに達した。（*9:我々が行ったかなり大雑把な計算値。１マルコ(訳

注:229.5ｇ)の銀は 61/2クルザード、銅は１キンタル(訳注:58.75kｇ)当たり 12 クルザード、

珊瑚は 250 クルザード､鉛は 6 クルザード、辰砂は 20 クルザード、水銀は 50 クルザード、

明礬(pedra ume)は 15 クルザードとした。）1507 年に、インド商務館はナウのハイニャ・

ベレン号に次ぎの物を積むように命じた。モザンビーク向けに、あらゆる種類の布地と織

物を 7,663 コバド(côvado,訳注:古い長さの単位で 66cm に当たる) 
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銅を 550 キンタル、この内の一部分（少ない方）がモザンビーク向け、大部分はカナノー

ル向け。 

水銀を 225 キンタルと 24 アラッテル、カナノール向け辰砂を 279 キンタルと 1 アロー

バと 25 アラッテル、同じ仕向け地 

そして、金庫にはコーチンの商館に受け渡すための 3,000 クルザードがあった。

（C.Q.no.457）織物類は除けて（その価格はわかっていない）、総額で 26,430 クルザード

であった。 

1514 年に航海を行ったナザレ号の積荷は他に比較のないほど多いものである。 

                         ﾏﾗﾊﾞｰﾙでの売却価格（ｸﾙｻﾞｰﾄﾞ） 

銀      3,040 マルコ                  19,760 

銅      2,524 キンタル                 30,168 

鉛      602 キンタルと 1 アローバと 8 アラッテル     3,613 

鋼       7 キンタルと 0 アローバと 4 アラッテル      ？ 

珊瑚     112 キンタルと 0 アローバと７アラッテル     26,250 以上 

水銀      2 キンタルと 3 アローバと 0 アラッテル      ？ 

明礬     497 キンタルと 0 アローバと 20 アラッテル     7,455 

ｼﾞｪﾉﾊﾞの黒ﾋﾞﾛｰﾄﾞ  1,4391/2コバド 

ﾌｨﾚﾝﾂｪの緋布     3321/6コバド 

紅色のﾛﾝﾄﾞﾝの布地  6041/12コバド 

亜麻布(Holandas)    95 コバド 

金庫には 4,380 クルザードがあった。この積荷のなかにはナウのルス号から救出された

ものの一部、その主なものは 4,200 クルザード、669 キンタルと 3 アローバの銅、42 キン

タルと 1 アローバと 15 アラッテルの珊瑚が含まれているのは確かである。（C.Q.no.233） 

それでも、ナザレ号の本来の積荷の総額は 60,951 クルザードを超える。 なお、この数

字は銀、銅、珊瑚、鉛、水銀、明礬と貨幣の総額を著しているにすぎない。(*10:我々が計

算したもの。極めて大雑把だが、資料不足による。) 

 

Vol.I 

245 ﾍﾟｰｼﾞ 

胡椒と香料を購入する目的で、コーチンの王室財務官が 6 年半の間（1510 年 10 月 22 日か

ら 1516 年 2 月 22 までと 1517 年 1 月 1 日から 1518 年 2 月 28 日まで）に受け取ったリス

ト： 

 水銀       810 キンタルと 23 アラッテル（訳注:47,640kg） 

 鉛       3,883 キンタルと 25 アラッテル（訳注:228,333kg） 

 珊瑚       357 キンタルと 1 アローバと 16 アラッテル（訳注:21,017kg） 

 銅       26,798 キンタルと 1 アローバと 16 アラッテル（訳注:1,574,404kg） 
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 錫        391 キンタルと 3 アローバと 8 アラッテル（訳注:23,019kg） 

 金        33 マルコと 1 オンサと 2 オイターバと 3 クアルト（訳注:6,8kg） 

 銀の延棒   16,109 マルコと 7 オンサと 21/2オイターバ（訳注:3,708kg） 

 ビロード     1,354 コバド（訳注:893.6m） 

 その他（*155:ﾄﾞﾝ･ﾏﾇｴﾙの「受領証書」no.657） 

すなわち、7.612kg の金(訳注:山田の計算値である上記訳注とは若干異なる)と 3,697.255kg

の銀（訳注:同前）で、金の重量は銀の重量の 0.2%しかない。 

 

Vol.III 

10 ﾍﾟｰｼﾞ 

コーチンの商務館における輸出入の推移（1 年間当たりの平均） 

 1502-1506 年 1506-1507 年 1510-1518 年 
貨幣貨幣貨幣貨幣((((ｸﾙｻﾞｰﾄﾞｸﾙｻﾞｰﾄﾞｸﾙｻﾞｰﾄﾞｸﾙｻﾞｰﾄﾞ))))    
ﾎﾟ王国からの入金 
   合計 

 
 

28,491 ｸﾙｻﾞｰﾄﾞ 

 
 

46,507 ｸﾙｻﾞｰﾄﾞ 

 
14,1671/2 ｸﾙｻﾞｰﾄﾞ 

61,576 ｸﾙｻﾞｰﾄﾞ 
貨幣用金属貨幣用金属貨幣用金属貨幣用金属    
金 
 
銀 
 
銅 
 

 
 
 
 
 
745 ﾏﾙｺ 11/2 ｵﾝｻ 
(訳注:171.0kg) 

 
60 ﾏﾙｺ 2 ｵﾝｻ

1/2 ｵｲﾀｰﾊﾞ 
(訳注:13.9kg) 
405 ﾏﾙｺ 7 ｵﾝｻ 2 ｵｲﾀｰﾊﾞ 
(訳注:93.2kg) 
1,167 ﾏﾙｺ 261/2 ｵｲﾀｰﾊﾞ 
(訳注:268.0kg) 

 
5 ﾏﾙｺ 6 ｵｲﾀｰﾊﾞ 
(訳注:1.2kg) 
2,478 ﾏﾙｺ 
(訳注:568.7kg) 
4,122 ﾏﾙｺ 3 ｵﾝｻ 
(訳注:946.0kg) 

ﾎﾟ王国からの商品ﾎﾟ王国からの商品ﾎﾟ王国からの商品ﾎﾟ王国からの商品 
珊瑚 
 
 
辰砂 
 
鉛 
 
明礬 
 
水銀 
 
錫 
 

(*) 
2－0－29－9 
(=3,999 ｵﾝｻ 
:訳注 153.0kg) 
42－3 
(訳注:2,511.6kg) 
360 
(訳注:21,150.7kg) 
195 
(訳注:11,456.6kg) 

(*) 
5－3－6 
(=10,308 ｵﾝｻ 
:訳注 262.9kg) 
54－1－6 
(訳注:3,175.4kg) 
598－1－131/2 

(訳注:35,154.6kg) 
 
 
37－2－5－2 
(訳注:2,205.6kg) 
7 
(訳注:411.3kg) 

(*) 
55 
(訳注:3,231.4kg) 
 
 
 
597－1 
(訳注:35,089.6kg) 
 
 
124－2 
(訳注:7,314.6kg) 
60 
(訳注:3,525.1kg) 

香辛料香辛料香辛料香辛料    
胡椒 
 
肉桂 
 
生姜 
 
ナツメッグ 
 

(*) 
7,997 
(訳注:469t840kg) 
184－21/2 

(訳注:10,832.4kg) 
84－13/4 
(訳注:4,960.9kg) 
12 
(訳注:705.0kg) 

(*) 
13,214－2 
(訳注:776t378kg) 
267 
(訳注:15,686.8kg) 
85－2 
(訳注:5,023.3kg) 
15－2(訳注:910.7kg) 

(*) 
13,293－2 
(訳注:781t20kg) 
336－1 
(訳注:19,755.4kg) 
 
 
330－2 
(訳注:19,417.5kg) 
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 1502-1506 年 1506-1507 年 1510-1518 年 
丁子 
 
ﾒｰｽ(ﾅﾂﾒｯｸﾞの仮種

子) 
漆(Lacre) 
 

14 
(訳注:822.5kg) 

65 
(訳注:3,818.9kg) 
16 
(訳注:940.0kg) 

243－2 
(訳注:14,306.1kg) 
187 
(訳注:10,986.6kg) 
406 
(訳注:23,853.3kg) 

(*)訳注：ｷﾝﾀﾙ－ｱﾛｰﾊﾞ－ｱﾗｯﾃﾙ－ｵﾝｻ 

（訳注：コーチンはポルトガル人のインドにおける母国への輸出の最大基地であったが、

1511 年以降、ゴアが政治と軍事の首都の役割を果たすようになり、1530 年には総督のヌー

ノ・ダ・クーニャがそれまでコーチンにあった中央行政機構、特に財政機構をゴアに移し

た。 ポルトガル本国からの艦隊はインド水域に入ると、2 隊に分かれ、1 隊は依然とコー

チンに向ったが、次第にその船の数を減じて行き、1550 年代には直接にゴアへ向う船の数

の方が多くなった。 1584 年からは全ての船がまずはゴアに向い、コーチンへ荷を求める

船はゴアに 1-2 ｹ月滞在した後にコーチンへ移動した。） 

コーチンの商務館における 1510 年から 1518 年の間に王国から流入した財と発送された香

辛料の 1 年間あたりの金額換算（通貨単位：クルザード） 

王国からの流入 香辛料の発送 
貨幣 14,167 胡椒 42,880 
銀 16,107 肉桂 1,176 
銅 49,464 ﾅﾂﾒｯｸﾞ 1,322 

珊瑚 13,750 丁子 1,846 
水銀 6,225 ﾒｰｽ 1,402 
鉛 3,582 漆 2,030 

合計 103,295 合計 50,656 

王国からの流入はコーチンにおける香辛料の買い付けに充当されただけではなく、カナノ

ール、コウロン、カルカッタの商館での買い付けにも当てられた。 

 

Vol.III 

43 ﾍﾟｰｼﾞ 

＃１ 船の出入り 

1500 年の初頭にはレステーロ(Restelo)の礼拝堂で、その後はベレン(Belém)の教会で、祈

祷を捧げ、祝福を受けると、艦隊は 3 月か 4 月にインド洋に向けてテージョ河の河口を出

帆した。  

1500 年から 1635 年の間の 918 回の出港の 87%はこの 2 ヶ月間に行われている。 

月毎の回数は次ぎのごとし。 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 
3 30 381 416 19 8 1 3 2 16 31 7 
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特にモンスーンの季節では次ぎの通り 

 1500-1579 年 1580-1635 年 
3 月の最初の 15 日間 102 17.8% 18 8.7% 
3 月の後半の 15 日間 159 27.8% 75 36.5% 
4 月 1-9 日 193 33.8% 52 25.4% 
4 月 10-19 日 57 9.9% 35 17% 
4 月 20-30 日 50 8.7% 25 12.1% 

 

極めて優秀な船長やﾋﾟﾛｰﾄによっては、季節外れであっても、それほど航海の期間を長引か

せることなく、航海が行われることもあった。 たとえば、トルコの艦隊がインド洋に入

ったという報に接して、政府は11月にD.ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶｽﾃﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺの指揮下でカラベラ船9隻、

ガレオン船 2 隻、ナウ船 1 隻の艦隊を 11 月に出港させた。 モザンビークに 2 月と 3 月の

最初の 15 日間の寄港後、1534 年 5 月には 7 ヶ月の航海で 1 隻も失うことなく、ゴアに到

着した。 

44 ﾍﾟｰｼﾞ 

航海の期間は長短様々であった。4 ヶ月より短いことはほとんどなかった。それでも 4 ヶ月

よりわずかに短い期間のものが 17 ｹｰｽわかっている。船が寄港地で越冬する場合にはほと

んど 1 年半に達することもあった。1500 年から 1635 年までの間で最低で 103 回起こって

おり、航海は 1 年から 1 年半に渡った。 これらの 9 回に 1 回起こったケースを除き、ま

た越冬の遅れによる例外も除くと、航海の期間は 4 ヶ月半から 7 ヶ月で、全ケースのほぼ

88%となる。 期間がわかっている 302 の航海についての期間のばらつきは下記の通り。 

4 ヶ月

未満 
4-4.5
ヶ月 

4.5-5
ヶ月 

5-5.5
ヶ月 

5.5-6 
ヶ月 

6-6.5
ヶ月 

6.5-7
ヶ月 

7-7.5
ヶ月 

7.5-8
ヶ月 

8 ヶ月 
以上 

17 13 28 70 91 53 23 6 0 1 

この 136 年間での最速記録はディオゴ・デ・ウーニョス(Diogo de Unhos)が 1516 年に打ち

立てている。エジプトの脅威がインド洋に迫っているというヴェネチアからのニュースを

確認するために王国で最良の帆船 1 隻を選び、1 月に出港してコーチンに向い、テージョ河

に 6 月には戻って来た。 往復で 6 ヶ月未満であった。（*3:ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ｺﾚｲｱ「ｲﾝﾄﾞの伝説」） 

45 ﾍﾟｰｼﾞ 

王国からの船は、インドの海岸には状況によって、アンジェディーバ、コーチン、カナノ

ール、あるいはゴアへ 8 月の後半、または最も多くが、9 月の前半に到着した。アフリカの

東岸で越冬する以外は 8 月半ば以前に着くことはできなかった。しかし、あらゆる種類の

遅れ（すなわち、寄港が長引いたか、航路と違った風または潮流のために、ペグーやスマ

トラまで行ってしまはないまでも、アラビアやセイロンの海岸に着いてしまったため）に

よって、商館のベランダや港の塔から監視していても、9 月の後半、あるいは 10 月まで、

水平線に帆が現れるのを遠望できないことがしばしばであった。 インドへの到着の日付

の分布は次ぎの通り。（12 月を除いて、半月毎） 

合計で 508 隻が到着（この合計は上記の表とは一致しないが、それは月の内の前半か後半
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かがわかっていないものがあるからである）した内で 9 月に到着した船は 327 隻であり、

64%にあたる。(*4:この 508 隻のほかに 8 月末か 9 月の始めかわからないものが 3 隻、10

月末か 11 月の始めかわからないものが 6 隻ある) この月の前の 15 日だけで 41%である。

10 月は 101 隻の到着で、わずかに 5 分の 1 を数えるだけである。8 月の前半はほぼ０に等

しく、後半は 11%をわずかに超えるにすぎない。リスボンの出発について起こったことと

同じように、1580 年以降のインドへの到着の日付は遅れこむようになっていた。 

香料を積んだ船はコーチンの湾口を 12 月または 1月（後者の方が多かった）に出港した。 

16 世紀の中頃には 1 月が規則とされたが、出帆が 20 日を過ぎてしまうと航海には不適切

であった。このことは「胡椒情報」(Enformação da pimenta)が指摘している。（ﾄﾚ･ﾃﾞ･ﾄﾝﾎﾞ、

王室内務のｱﾙﾏﾘｵ 25,単一紙束№95）胡椒の商売は「コーチンを出発する船が安全な時を過

ごし、越冬をせず、多くの航海よりも長い時間を費やして、無理な長旅をしないように行

わなければならない。なぜならば、12 月の 15 日から 20 日までにコーチンを出発すれば、

モザンビークに寄り、ここで水を詰めて、喉の渇きの危険冒すことなく、セントヘレナを

探したりせずに、通りすぎることができるからである。 1 月 20 日以降に出発するならば、

これはできず、サン・ロレンソの島(訳注:ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ島)を遠くから見るのみで、水を積むこと

はできず、セント・ヘレナ島でできるだけである。 ここには海中に浮標が一つあるだけ

で、多くの者達がこれを見落とすが、その場合はインドで積んだ水だけでポルトガルに着

くまで、喉の渇きの危険があることは明白である。」12 月の 15 日と 20 日の間に出港すれ

ば 1 ヶ月後にはモザンビークにおり、2 月の中旬までには喜望峰を回っていた。 12 月の

出港が 1 月末まで遅れる理由は、すでに述べたとおり（第 2 部第 4 章∮3）、「胡椒情報」が

指摘しているように、必要な期間を取って、前もって買い付けを行うための事前の資金を

準備することが財政的に困難だあったことである。しかしオランダ人やイギリス人を恐れ

て、モンスーンが逆転する直前あるいは逆モンスーンが始まった時に航海しようとするよ

うになったのはやっと 17 世紀になってからである。ナウやパタッショは 2 月または 3 月に

出帆した。簡単に想像できることだが、結果は芳しいものではなかった。1590 年までは寄

港地で越冬しなければならない船の数は５％を越して、じきにほぼ 10%になった。この年

を過ぎると 24%の船が失われるようになったが、それ以前の 90 年間では 10%に過ぎなか

ったのである。 復路の航海の期間についてはわずか 100 近い例しかわかっておらず、十

分にわかっているわけではない。 

4.5-5
ヶ月 

5-5.5
ヶ月 

5.5-6 
ヶ月 

6-6.5
ヶ月 

6.5-7
ヶ月 

7-7.5
ヶ月 

7.5-8
ヶ月 

8-8.5
ヶ月 

8.5-9
ヶ月 

7 6 27 5 18 14 8 4 10 
         

香辛料を積んだ船は大部分（ほぼ 80%）が 6 月中旬から 9 月中旬の間にテージョ河の河

口湾に入ってきた。9 月の後半はかなり少なく、10 月になると若干動きがもどった。とり

わけ 6 月半ばから 7 月半ばまでと 8 月半ばから 9 月半ばまでの間にインドからの船がリス

ボンに停泊した。(全体の 56%にあたる) 
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5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 
前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 

10 7 32 28 14 29 41 38 7 14 9 

その年の船の数と積荷がどうであるかをインド商務館に知らせるために、俊足の船が 1 隻

一足先に送られて 5 月か 6 月に到着することがしばしばあった。 

1586 年までは喜望峰まわりルートの安全は、なんと言っても、保証されており、極めて満

足できるものであった。略奪された貨物はわずかに 3 隻分だけであった。その第 3 番目の

ケースは大きくもないカラベラ船であった。第 1 番のケースについてはドゥアルテ・パチ

ェコはフランスの海賊が奪ったとしているが、後に奪回された。インドを 1525 年に出た

D.ルイス・デ・メネーゼスの 1 隻のナウが海賊によって襲われて焼き討ちされたのみであ

る。その後 1586 年に航海を続けられなくなった他のナウの積荷も搭載してモザンビークか

ら戻って来るナウのサン・フェリッペ号をアソーレス諸島で停泊しているところを捕獲し

たのがドレークであった。 60 年前のサンタ・カタリーナ号のケースがすでに忘れられて

いたので、これは大変な衝撃であった。というのは、インド航路の船で最初に敵の手に落

ちたケースと考えられたからである。 また、この船は国王の守護聖人の名前を有してお

り、(訳注：スペインに併合されていたのでスペイン国王フェリペ 2 世がポルトガルのフェ

リッペ 1 世であった)暗い予兆と思われた。 この年から 1635 年まで、敵方によって捕獲、

破壊、あるいはポルトガル人が焼くことを強いられた船は 15 隻にのぼった。これはこの期

間に蒙った全損失の 5 分の 1 にあたるが、実際に航海したものの 3%をわずかに超えるにす

ぎない。（途中省略） 

1631 年にインドに向った船は連絡用の 2 隻のパタショ船だけであった。オランダとイギ

リスの連合した艦隊勢力が 1623 年の間、ゴアの港を閉鎖した。香辛料を積載した船は 1 隻

たりとも出港することができなかった。わずかに 2 隻のパタショ船がポルトガル領インド

の苦難を知らせるためにリスボンまで脱出できたにすぎなかった。 

ｲﾝﾄﾞ洋への船ｲﾝﾄﾞ洋への船ｲﾝﾄﾞ洋への船ｲﾝﾄﾞ洋への船    ﾘｽﾎﾞﾝ出港船の数 出港した港へ

戻った船の数 
越冬した

船の数 
喪失した

船の数 
東洋到着船の数 

期間 合計 年間平均 合計 年間平均 

1500-1509 138 13-14 1 24 9 128 12-13 
1510-1519 96 9-10 2 15 4 90 9 
1520-1529 76 7-8 1 14 14 61 6 
1530-1539 80 8 5 2 6 69 7 
1540-1549 61 6 2 11 4 55 5-6 
1550-1559 51 5 7 10 4 40 4 
1560-1569 49 5 4 0 3 42 4 
1570-1579 54 5 0 7 3 51 5 
1580-1589 56 5-6 6 1 3 47 4-5 
1590-1599 44 4 6 5 3 37 3-4 
1600-1609 68 6-7 6 6 13 49 5 
1610-1619 56 5-6 7 3 5 44 4 

1620-1629 67 6-7 13 4 13 43 4 
1630-1635 16 2-3 0 1 0 16 2-3 

合計 912  60 20 84 772  
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ｲﾝﾄﾞとﾏﾗｯｶからﾘｽﾎﾞﾝへ向かった船ｲﾝﾄﾞとﾏﾗｯｶからﾘｽﾎﾞﾝへ向かった船ｲﾝﾄﾞとﾏﾗｯｶからﾘｽﾎﾞﾝへ向かった船ｲﾝﾄﾞとﾏﾗｯｶからﾘｽﾎﾞﾝへ向かった船    
期間    出港船の数 出港した港へ

戻った船の数 
越冬した

船の数 
喪失した

船の数 
ﾘｽﾎﾞﾝ到着船の数 

合計 年間平均 合計 年間平均 

1501-1510 
(1507 年欠) 

>64 7   7-8 >56 6 

1511-1520 
(1516 と 1520
年欠) 

>56 6   1 >55 6 

1521-1530 
(1521 年欠) 

37 4   1 >36 4 

1531-1540 ？    2   
1541-1550 
(1546 年欠) 

>46 5   5 41 4 

1551-1560 45 4-5 1 4-5 12-14 30-32 3 
1561-1570 >37 4 1 8 3-4 >32 3 
1571-1580 44 4  3 1 43 4 
1581-1590 47 4-5 1 1(?) 5 41 4 
1591-1600 39 4  3-5 16 23 2 
1601-1610 31 3 2 2 4 25 2-3 
1611-1620 30 3 2 1 4 24 2 

1621-1630 22 2  3 6 16 1-2 
1631-1635 12 2  2 3 9 2 

合計 510  7 11-13 70-75 >438  

 

50 ﾍﾟｰｼﾞ 

90 年の間、4 隻の香辛料のナウがテージョ河へ投錨しにやって来て、王国からは 5 隻のナ

ウがコーチンかゴアへ入港しに来た。しかし「貨物のナウ」(naus de carga) のトン数はこ

の間に増加しなかったのであろうか。コスタ・キンテーラ（Costa Quintela）はセヴェリン・

デ・ファリア(Severim de Faria)と意見(「ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの情報」〔Notícia de Portugal〕,Discurso

７)を同じくして、D.マヌエル王の統治下においては、すなわち 1521 年までは 400 トンを

超えることはなく、D.ジョアン 3 世の統治の終わり、すなわちこの世紀の中頃に 800 から

900 トンに達するようになったと結論づけている。（*21:「ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ海軍年報」,I,366-7 頁,373

頁）このような報告がなされたが、研究の進展は異論を許すようになるもので、ロペス・

デ・メンドンサが異論を提起しないではおかなかった。1511-1531 年には既に、コーチンの

造船所で 800 トンのナウ「サンタ・マリア・デ・モンテ・シナイ号」が建造されたという

のである。この船は他の船とともに、サボイ公爵の許婚の王女 D.ベアトリスを乗せて 1521

年にニースに航海した。 技術者のフェルナンド・オリヴェイラのよれば、理想的なトン

数は D.マヌエル王の時代にすでに 500 トンと定められていたようである。（*22: ロペス・

デ・メンドンサ,「船についての研究」(Estudos sobre navios)9-10 頁）この点をもう少し詳

細に検討してみよう。 

カブラルの 1500 年の艦隊は 3 隻の船の他に 10 隻の 200 から 300 トンの「大きな」



 10

(grossas)なナウ船から成り立っていた。(*23:ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ｺﾚｲｱ「ｲﾝﾄﾞの伝説」,第 1 冊,146-9 頁) 

1503 年の航海のためにリスボンの造船所では 2 隻のナウが建造され、1 隻は 700 トン、他

は 500 トン、またポルトでは 450 トンの第 3 隻目が建造された。一方マデイラ島の造船所

は各 350 トンの 2 隻を、セツーバルの造船所は 160 から 170 トンほどの 1 隻を供給した。

また直前にキオス島から到着した 300 トンのナウも同様にこの航海の一員であったにちが

いない。(ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾌｧｲﾀｯﾁ〔De Francisco Affaitatti 〕ﾘｽﾎﾞﾝ､1502 年 9 月 16 日〔M.ｻﾇｰ

ﾄの日記〕［Diarii M.Sanuto］第 IV 冊,663-6 頁) 同年にアフォンソ・デ・アルブケルケの

指揮下で出港した船は、350 トン(ｴｽﾋﾟﾘﾄ･ｻﾝﾄ号)、300 トン(ｻﾝﾁｱｺﾞ号)、150 トン(ｻﾝ･ｸﾘｽﾄｳﾞ

ｧﾝ号)、100 トン(ｶﾀﾘｰﾅ･ﾃﾞｨｱｽ号)(*25:ｼﾞｮﾊﾞﾝﾆ･ﾀﾞ･ｴﾝﾎﾟｰﾘｵ〔Giovanni da Empolio〕(1503

年)第 1 章,ｱﾙﾌﾞｹﾙｹに同行したこのｲﾀﾘｱ人が挙げている最後の船は他のいくつかの出典には

ない。多分、糧食の運搬のために港を出た後、数週間だけ艦隊に同行しただけであろう。) 

1512 年にジョルジェ・ペレイラ・デ・メーロ(Jorge Pereira de Melo)の指揮下に置かれた

艦隊と航海をした「貨物運搬ナウ」サント・アントニオ号は 600 トンであった。(*26:ｶｽﾀﾆ

ｪｰﾀﾞ,第 3 冊,第 88 章) 1506 年 2 月にコーチンからリスボンに向けて出港した、そのカピ

タンがジョアン・ダ・ノーヴァ(João da Nova)とヴァスコ・ゴメス・デ・アブレウ(Vasco 

Gomes de Abreu)であった 2 隻のナウはそれぞれが 400 トンの大きさがあった。(*27:前掲

書,第 2 冊,第 23 章) 1518 年にインドからポルトガルへ香辛料を輸送した艦隊の中で、2 隻

のナウはそれぞれが 2,000 ボッテ（botte）,他の 3隻はそれぞれ 1,000 ボッテ,900 ボッテ,800

ボッテであった。(*28:ﾗﾑｼｵ(Ramúsio)の中のｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｺﾙｻｰﾘ(Andrea Corsali) ということは、

最初の 2 隻は 1,000 トン,その他は 500,450,400 トンであった可能性が強い。したがって、

冒険王(訳注:ﾏﾇｴﾙ 1 世の渾名)の時代ｂには巨大なカラック船がインド航路で使われていた

のである。最も多かったのが 400 トンと考えてもそれほど事実からかけ離れてはいないだ

ろう。しかし忘れてならないのは 600 トンあるいはこれを超えるナウも珍しくはなかった

が、一方では 300 トンから 350 トンの船も、あるいはそれより小さなものも使われなくな

ることはなかったことである。 

1537 年に、インドから航海をしてきたと思われるテージョ河に投錨したか、あるいはす

るだろうと見込まれた船の名簿が作られた。（T.T.,Gavetas,XV-18-13）この名簿には 16 隻

のナウが含まれているが、2 隻は 600 トンから 650 トンの間、3 隻は 520 から 530 トンの

間、他の 3 隻は 400 から 450 の間、3 隻は 300 と 400 の間、2 隻が 200、3 隻が 150 トン

以上であった。7 隻のガレオンは 2 隻が 220 から 280 の間、5 隻が 100 と 150 トンの間で

あった。120 トンのカラベラ、そして同じ積載量の船(navio)が 1 隻がいた。 どうなった

かは要確認。   

51 ﾍﾟｰｼﾞ 

最も望ましいトン数の決定についての論争は 16 世紀の中頃に盛んになった。（途中省略） 

1570 年の胡椒の商売についてのレジメントはインド航路のナウのトン数を減じることが望

ましいと判断した。 そうした制限を行ったほうが艤装をするのも、荷を積むのもより容
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易にでき、また乗組員が少なくて足り、越冬する場合に費用がかからない。トン数を減じ

れば、船の隻数を増やすことができ、ひいては造船所の活動が強化され、船主達にとって

可能性を広めることができる、等などである。 定められた制限は最大が 450 トン、最小

が300トンであったようだ。 ポルトガルで建造される場合もインドで建造される場合も、

1570 年の命令は守られなかった。 

52 ﾍﾟｰｼﾞ 

それでは、インド航路のナウ一隻の積荷の重量はどれほどであったであろうか。1512 年に

アルブケルケは新造のナウは一隻あたり 7,500 から 8,000 キンタル（ﾒﾄﾘｯｸ･ﾄﾝで 385-410

トン）を積み、古くなったナウはこれよりも 1,500 キンタル少なくしか積めない、すなわ

ち 6,000 から 6,500 キンタル（ﾒﾄﾘｯｸ･ﾄﾝで 308-333 トン）を積むと見積もっている。１ト

ン（メートル法以前の）は新重量では 13.5 キンタル（*37:ﾗﾒｰｺﾞ･ｺﾚｸｼｮﾝ〔Colecção Lamago〕

Ms.No.21,f.3. 1506 年に V.ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ〔f.206v〕は 400 ｷﾝﾀﾙを運ぶことができる 30 ﾄﾝ近く

の船のことを述べているが、これによれば、1 ﾄﾝはほぼ 131/3 ｷﾝﾀﾙと推察できる）旧重量で

は 151/3 ｷﾝﾀﾙなので、新造のナウのトン数は 486 から 518 トンであり、古くなったナウは

389 から 421 トンである。重量としてのトン数は容量の単位であるトネルに対応している。 

こうして計算すると、当時の一般的であると先に述べた 400 または 500 トネルという数値

となる。 

1517 年 6 月にテージョ河に入港した 5 隻のナウは 40,585 キンタルの香辛料と薬物を荷

揚げしたので、1 隻当たりの平均は 8,117 キンタルとなる。 (*38:「M.ｻﾇｰﾄの日

記」,t.XXV,594-5頁) 1526年に到着したナウの内に 1隻は 6,924キンタルを積載していた。

(*39:前掲書:t.XLII,453-4 頁) 1530 年 8 月 5 日にリスボンに投錨に来た 3 隻のナウの積荷

は 18,164 キンタルの重さがったので、(*40: 前掲書:t.LIV,131 頁)1 隻が平均 6,054 キンタ

ルを積んでいたことになる。1547 年の年末に、コーチンでナウのブルガレッサ号

(Burgalesa)は 7,392 キンタル以上を、サン・フェリッペ号は 8,910 キンタル以上を積んだ。

（ﾃ ﾞ ･ ﾙ ｲ ･ G. ｶ ﾐ ｰ ﾆ ｬ〔De  Rui Ｇ . Caminha〕 , ｺ ｰ ﾁ ﾝ ,14-XII 〔ｻ ﾝ ･ ﾛ ｳ ﾚ ﾝ ｿ ( São 

Lourenço),II,ff.415-8〕これらの 2 隻が所属した艦隊の 6 隻のナウ全体では 40,657 キンタ

ルを積んでいた、(*42:「D.ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛの功績の書」(Livro das mercês de D. João de 

Castro)ff.59-60v)ので、各ナウの平均は 6,776 となる）翌年に 4 隻の船の積荷は 26,286 キ

ンタルであったので、(*43: 前掲書:f.62)平均は 6,066 である。これらの現実の数字はアル

ブケルケの推定が正確であることを示している。しかし、1551 年にナウのサン・ベント号

が運んだ胡椒は 12,000 キンタルであった。（D.ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾘﾏ ,ﾃﾙｾｲﾗ ,17-VII=1551

〔C.C.,I-86-94〕）積載は 617 ﾒﾄﾘｯｸ･ﾄﾝ、すなわち 77 旧ﾄﾝで、ナウは 800 トネルほどの排

水量となる。1519 年にガスパール・ニコラスは「算術の実践」(Practica darismetyca)の著

書の中の例として、インドで 4,000、10,000、3,000 キンタルの胡椒を積んだナウを挙げて

いる。(f.46v) これに他の香辛料を加えてトータルすれば、上で得た数字となる。 
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53 ﾍﾟｰｼﾞ 

＃２ 航海の統制制度 

インドに向う艦隊はリスボンで「ギネー税務庁」(Armazém de Guiné)によって艤装された

が、すぐにギネー税務庁に加えて「インド税務庁」 (Armazem da Índia)にまで広げられた。 

だたし、航海を組織する権限は最初の数年は「ミーナ総務庁」(Casa da Mina)にあったが、

1506 年以降は「インド総務庁」(Casa da Ìndia)の権限下に置かれたが、特に海外領土の商

売に影響を及ぼした「財務監督庁」(Vèdoria da Fazenda)から受けた命令に基づくものであ

った。 しかし、船のあるものは王室に所属したが、個人に所属するものもあった。 同

総務庁の管理人(feitor)は 1501 年の航海について、次ぎのように説明している。「国王は、

当王国の商売を生業とする者で契約行為を行える者達に対し、同当事者達が船を艤装する

許可を与え、それらがいくつかに分割され、もしくは賃貸し(frete)されるよう命じた。 香

辛料を持ち込むこのやり方は、今日でも使われている。」(途中省略) 

1501 年に重要な商人達が一つの組合(sociedade)をつくり、リスボンに永年居住するフィ

レンツェ人で、ギネーの商売を手中に収めていた商人の一人である強力な資本家のバルト

ロメウ・マルチオーネ(Bartolomeu Marchione)を首席艤装家(armador-mór)に選出した。

王室は 2 隻のナウを艤装することと、全艦隊に火砲、武器、弾薬、それに食料品を供給す

ることを委任した。同組合はさらに 2 隻のナウも艤装したようである。乗組員はポルトガ

ル人で、士官は王室の高官によって指名されるか、あるいは確認されたかしたようである。

傭船料(frete)は 1 トネラーダあたり 22 クルザード（すなわち１キンタルあたり 12/3クルザ

ード）と決められていて、商品の香辛料がインド総務庁で記帳が終わるとすぐに香料でも

って支払われたにちがいない。会社(companhia)はナウ 1 隻あたり 8,000 クルザードの前払

いをした。(*50:G.ｺﾚｲｱ、「伝説」第 I 冊､232-5 ﾍﾟｰｼﾞ｡R.ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｧが「ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ史」Vol.IV､557

ﾍﾟｰｼﾞで指摘)実際の例として、ジョアン・ダ・ノーヴァの艦隊は王室に所属する 2 隻の船と

マルチオーネ（あるいは彼がその長たる組合）が提した 1 隻から成り立っていたが、その 4

分の 1 の所有者(senhorio)と艤装者(armador)はブラガンサ公爵の兄弟であったドン・アル

ヴァロで、この 3 隻目のナウの船長はドン・アルヴァロの家来であったディオゴ・バルボ

ーザであった。フィレンツェ人のメッセル・フェルナン・ヴィネ(Messer Fernam Vinet)

が会社のナウの船長であった。（バッロスの述べるところ） ドン・アルヴァロも翌年のエ

ステヴァーン・ダ・ガマの艦隊中の 1 隻に乗りこんだが、その船長は彼の家来であるロー

ポ・ディアスに任された。1503 年の艦隊においては商人たちの船は 4 隻が数えられた。（全

部で 9 隻）この商人たちの中にはフィレンツェ人のジローラモ・セルニーギとブルージュ

のグアルテロッチとフレスコバルディの組合がおり、同組合の管理を受け持ってジョヴァ

ンニ・ダ・エンポーリが乗船した。1505 年、初代副王の艦隊に統合された商船隊のなかで

2 隻のナウが国に所属し、第 3 番目のナウはポルトガル人の資本家フェルナンド・ノローニ

ャに属し、他の 3 隻はヴェルザー、フォェーリン、フッガー、ヘーヒシュテッター、ゴッ

センブロート、イムホーフ（ポルトガルでの民事裁判所における名前）そしてヒルシュフ
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ォーゲル等からなるコンソーシアムによって艤装された。これらのドイツ人全部の割り当

ては 36,000 クルザードにものぼった。（訳注：諸田實著「ﾌｯｶﾞｰ家の時代」,71 頁） 同様

に、マルチオーネと他のイタリア人たちも 29,400 クルザードを持って参加した。（途中省

略） 

1512 年にジローラモ・セルギーニが再登場し、マラッカへ直行の航海のための艤装を行い、

そこから 1 隻が翌年に彼のもとに帰ってくる。次には、ジョヴァンニ・ダ・エンポーリが

管理人(feitor) から艤装者に変わり、今や、1515 年に新たな執政官のローポ・ソアーレス

が指揮する 12 隻の艦隊の自ら保有する船の船長となっているのを見る。7 隻の船は国王に

所属し、5 隻は商人たちによって艤装された。翌年は 5 隻の船のうち 2 隻は女王の経費で艤

装され、航海した。 1517 年に首席船長が大蔵省の検察官(vèdor da Fazenda)であるフェ

ルナン・ダルカソーヴァ(Fernão d’Alcáçova)であった艦隊の構成は極めて特徴的である。

すなわち、1 隻は王室に、第 2 の船はドン・ヌーノ・マヌエルに、そして最後の船は商人の

ドゥアルテ・トリスタンに所属した。 これが喜望峰経由の航路を理解するうえにおいて、

必須の構成員である、王室、貴族、商人階級なのである。 

 

57 ﾍﾟｰｼﾞ 

＃３ 通商の統制制度 

喜望峰の航路はこうして、個人による船舶の建造と艤装に広大な地平線を開いた。しか

しインド航路は、商業に対しても同様に新たなチャンスを意味した。 

1499 年に王室は商業会社を一つ作るイニシアチブをとった。5 年続いたようで、王は

20,000 クルザードを投資した。資本金のこの部分からの利益はサンタ・マリア・デ・ベレ

ンの修道院へ布施として渡されたようだ。この会社については、他の組合員についてもわ

かっていないし、会社がどうなったも、全くわかっていない。あらゆる可能性を前提とす

れば、次ぎ続く航海にも参加しているところから、マルチオーネが彼等の中に数えられた

ことであろう。多分この会社は予定の 5 年間続き、改定が導入された 1504 年まで航海を組

織したであろう。 (途中省略) 

インド航路の通商統制は、最初からほぼ完全に自由なものであった。資力がある者は誰

でも、異なった船を艤装したり、あるいは傭船したりする権利を有していたばかりでなく、

あらゆる種類の商品を東洋に送り、帰りにはすきなだけ輸入する権利を有していた。唯一

の条件は１キンタル当たり５クルザード、場合によっては５パーセント、あるいはその他

の関税を払うことであった。ミーナ総務庁は当時、税関の役割を持っていただけでなく、

一時的な倉庫の役もしていた。商人、あるいはその代理の管理人は航海を行うための認可

を受けた。リスボンで降ろされた商品は、売却に当たっていかなる制限も受けなかったし、

いかなる価格表に従うこともなかった。(*81:ｳﾞｨﾝﾂｪﾝﾂｫ･ｷﾘｰﾆ〔Vincenzo Quirino〕の報告

書〔Alberi,Relazioni degli Ambasciatori,t.XV,13 ﾍﾟｰｼﾞ〕、) （途中省略） 

しかし、その頃になると価格は下落し、需要は減退してしまった。そして、破産が起こ
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り、リスボンの商業資産に損害をもたらした。（V.キリーノ上掲書） 狙った目標が得られ

ないことに苛立ち、ねらいを定めた方向になんらかの方法で圧力をかける強力なドイツの

資本主義の陰謀（その出所は移り変わっているが）のせいにするのはあまりに行き過ぎで

はなかろうか。 それはどうであろうと、価格の不安定さを正す目的と、需要を制限する

目的で、1504 年になると通商統制制度の改変が行われた。自由が供給を粉砕してしまい、

卸売りを許さなかったのであった。これから先、リスボンで荷降ろしされる全ての香辛料

はミーナ総務庁に入らなければならなくなった。王室の役人のサインがある受け取りが発

行され、それぞれの持ち主に渡されたのである。強制的な預託の倉庫と変化したミーナ総

務庁だけが売却の権利を有し、統一価格でもって売ることしかせず、売却後に各商人に対

して、支払うべき金額を渡した。(*85: Cà Masser 82 頁) このようにして、この庁は単独か

つ強制的な一種の仲買人へと変わった。香辛料および他の商品に対する関税は 4 分の 1 と

20 分の 1 に固定された。（25%＋5%＝28.75%：訳注 25%＋75%×5%＝28.75%）これらの

租税は最初は分離分(quebra)を差引かずに徴収されたが、個人達は当然のことながら、不満

を訴えたのであった。（ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾆｺﾗｽの「算数実践」〔Pratica darismetica〕f.17 で述べら

れているところによる）マラバールにおいては、先に述べたごとく、すでに原住民の王や

権力者との協定にもとづいて香辛料を購入することが定常化していた。 

 

185 ﾍﾟｰｼﾞ 

概して言えば、毎年リスボンからアントワープを結んだのは二つの船隊であった。一つ

はフランダースの港に 5 月－7 月の間に入港した。もう一つは 10 月－12 月の間であった。 

フローレンス E.デ・ルーヴァー(Florence E. de Roover)は、各船隊が約２万キンタルの香

辛料を輸送したので、年間では合計 4 万キンタル(訳注：約 2.3 トン)になった、と計算して

いる。1538 年 6 月に 130 隻の船が胡椒を 22,913 キンタル、生姜を 723 キンタル、ナツメ

ッグを 211、メースを 105、肉桂を 434、丁子を 709、合計で 25,095 キンタルの荷を降ろ

した。同年の 10 月には約 20,000 であったようだ。1539 年の 12 月にも 20,000 で、そのう

ち胡椒が 14,000 であった。 

187 ﾍﾟｰｼﾞ 

1504 年 1 月にポルトガルから 5 隻のバルカが「カルカッタから持って来た 380 樽(ﾎﾞｰ

ﾃ:bote)」を積んで到着した。(*38:De sier Silvan Capello,ﾛﾝﾄﾞﾝ､1504 年 1 月 30 日)  し

かし、英国はほぼ 60 から 70 年間にわたって喜望峰経由の香辛料をアントワープ経由で、

主として間接的に供給を受けていたのである。1507 年 7 月 15 日の英国の関税帳はこれら

の物品を挙げているが、どこから来たかについては述べていない。（ポルトガルを扱う場合、

穀物だけは名前が挙げられだけで、それはセビリアからのものがあるからである）(*39:グ

ラス(Gras)「英国の税関」(English Customs)695-706 頁) 低地諸国の妨害がによってこの

状況は変わった。これを、下記で見てみよう。（金額はﾎﾟﾝﾄﾞ・ｼﾘﾝｸﾞ・ﾍﾟﾆｰ） 
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ロンドンのポルトガルからの輸入（*40:大英博物館、Nero B XI,ff298v-9） 

  

 1574-1575 年 1575-1576 年 
 数量 金額 数量 金額 
胡椒 1,006 ｷﾝﾀﾙ 8,383-06-8 4,500 ｷﾝﾀﾙ 4,500-00-0 
丁子 2,400 ｱﾛｰﾊﾞ 600-00-0 5,200 ｱﾛｰﾊﾞ 1,300-00-0 
メース 500 ｱﾛｰﾊﾞ 166-13-4 400 ｱﾛｰﾊﾞ 133-06-8 
生姜 1,800 ｱﾛｰﾊﾞ 135-00-0 6,600 ｱﾛｰﾊﾞ 495-00-0 
肉桂 1,500 ｱﾛｰﾊﾞ 300-00-0 4,500 ｱﾛｰﾊﾞ 900-00-0 
ナツメッグ 1,000 ｱﾛｰﾊﾞ 166-13-4 1,100 ｱﾛｰﾊﾞ 183-06-9 
石鹸 186 ｷﾝﾀﾙ 139-10-0 44 ｷﾝﾀﾙ 33-00-0 
砂糖 712 ｷﾝﾀﾙ 1,185-00-0 456 ｷﾝﾀﾙ 608-00-0 
糖蜜   6 樽 60-00-0 
マルメロ羊羹 1,400 ｱﾛｰﾊﾞ 46-13-4   
ｼｯｹｯﾃ(Siquette?) 1,750 ｱﾛｰﾊﾞ 80-05-0   
ｷｬﾘｺ布(ｶﾙｶｯﾀ綿製) 360 反 120-00-0 240 反 80-00-0 
スーマック(*) 40 ｷﾝﾀﾙ 26-13-4   
穀物   400 70-16-8 
ブラジル木 5 ｱﾛｰﾊﾞ 8-06-8   
オレンジ 25 ｱﾙｹｰﾙ 8-00-0   
塩 195 260-00-0 296 394-00-0 
合計  11,626-15-0  8,758-03-4 
税合計  581-06-9  437-18-2 

(*)Sumagre:英名 sumac(h) はぜ

・ ・

・ぬるで

・ ・ ・

の樹木、ｱﾗﾋﾞｱ語源、南欧種の乾燥した葉また

はその粉末は製革や染色に用いる。japanese sumach:漆、 

 

 

 

 

 

諸田 實 

「フッガー家の時代」 

1998 年、有斐閣 

72 ﾍﾟｰｼﾞ  

翌 1504 年 8 月 1 日には、ルーカス・レム（ヴェルザー会社の代理人）が、ヴェルザー、

フッガー、ヘーヒシュテッター、イムホフ、ゴッセンブロート、ヒルシュフォーゲル、そ

のほかフィレンツェ人とジェノヴァ人も加わった商人団（コンソルティウム）を代表して、

国王と契約を結んだ。それによると、国王は 1505 年の東インド商船隊(第 7 商船隊)に、こ

れらの商人が自分の船で参加することを認め、自分の計算で代理人と商品を送ることを許

可した。こうして、はじめて南ドイツ人商人の東インド貿易が実現した。 

さて、ポルトガル国王は 1505 年 3 月、19 隻の商船隊をインドへ派遣したが、この商船
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隊には、右の契約にもとづいて、南ドイツ人とイタリア人の商人が 3 隻の船を同行させた。

インド洋の季節風を利用するために、ポルトガル商船隊は毎年 3 月にリスボンを出港して

いたのである。この航海は成功して、商船隊は翌年三月に、１万 3800 ｷﾝﾀﾙの香辛料を満載

して無事に帰港した。その利益は 15 割とも 17 割 5 分ともいわれている。この航海への出

資額は表 2-1 のとおりである。 ただし、出資額の 4 分の 1 は金属で、4 分の 3 が現金で支

払われ、また、持ち帰った香辛料の 3 割を国王に献上した。なお、この表で、たとえばフ

ッガーその他、4000 ドゥカード、とあるように、フッガーの出資額のなかには、何人かの

匿名の出資者の小口の出資金が含まれていたと思われる。 

ところが、この商船隊が出港する前の 1505 年 1 月 1 日、国王は、以後すべての香辛料は

－国王の取り分か民間人の取り分かにかかわりなく－リスボンのインド庁の倉庫に入れら

れ、インド庁の役人によって１ツェントナー当たり 22 ドゥカードで売却される、という決

定を下した。この決定にもとづく措置であろう、第 7商船隊が 1506年に帰港したときには、

出港前の契約に反して、国王は積荷を差し押さえていったんインド庁に買い上げさせ、商

人は改めてインド庁から、各人の取り分の香辛料を少し高い値段で購入したということで

ある。 

その後まもなく、外国人の東インド貿易への参加が禁止され、ポルトガルの香辛料貿易

は完全に王室の独占になった。そういうわけで、フッガーがポルトガルの東インド貿易に

かかわったのは、－16 世紀末の「アジア契約」を除けば－1505 年の第 7 商船隊への出資が

一回だけであった。 

    表表表表 2222----1111    1505150515051505 年の東インド貿易への南ドイツ商人の出資額年の東インド貿易への南ドイツ商人の出資額年の東インド貿易への南ドイツ商人の出資額年の東インド貿易への南ドイツ商人の出資額  (単位：ﾄﾞｩｶｰﾄﾞ) 

 

ヴェルザー・フォェーリンその他 
フッガーその他 
ヘーヒシュテッターその他 
ゴッセンブロートその他 
イムホフその他 
ヒルシュフォーゲルその他 

20,000 
4,000 
4,000 
3,000 
3,000 
2,000 

合計 36,000 

    上の 4 人はアウクスブルク（ただしフォェーリンはメミンゲン）、 

    下の 2 人はニュルンベルクの商人。 
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Memória das Armadas ( Livro das Armadas)Memória das Armadas ( Livro das Armadas)Memória das Armadas ( Livro das Armadas)Memória das Armadas ( Livro das Armadas)    

船隊備忘録船隊備忘録船隊備忘録船隊備忘録    

 

リスボン科学アカデミー(Academia das Ciências de Lisboa)所蔵の1566年以降に制作され

た手写本。1497 年から 1566 年までを扱う。 

 

ファクシミリ版：1995 年に、ポルトガルの発見事業記念行事の一環としてマカオで 3,500

冊が発刊された。発行所：マカオ文化庁、マカオ海事博物館、ポルトガル発見事業記念マ

カオ地区委員会 解説はポルトガル語、中国語、英語の 3 カ国語。ルイス・デ・アルブケ

ルケが序を書いている。 

 

類書：リズアルテ・デ・アブレウによる手写本、「艦隊の書」(Livro das Armadas).現在、

ニューヨークのピアーポント・モーガン図書館（Pierpont Morgan Library）の所蔵。1563

年以降の制作（ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾌﾞｹﾙｹ）。 

 

 

Relação das Náos e Armadas da IndiaRelação das Náos e Armadas da IndiaRelação das Náos e Armadas da IndiaRelação das Náos e Armadas da India    
インド航路の船および艦隊に関する報告書インド航路の船および艦隊に関する報告書インド航路の船および艦隊に関する報告書インド航路の船および艦隊に関する報告書    

    

大英図書館(British Library)所蔵の手写本 Códice Add. 290902。 

オリジナルの手写本の余白に「他の報告書によれば．．．」という形でオリジナルとは別の報

告が書き込まれており、実質的に２書分の記述となっている。1497 年から 1653 年までを

扱う。 

 

活字版：マリア・エルミニア・マルドナード(Maria Hermínia Maldonado)による活字化版。

1985 年、コインブラ大学総合図書館発刊。 ルイス・デ・アルブケルケが序を書いている。 

 

1497149714971497 年の艦隊年の艦隊年の艦隊年の艦隊    

 

「備忘録」「備忘録」「備忘録」「備忘録」    

ヴァスコ・ダ・ガマは 7 月 8 日にインドに向け総司令官（カピタン・モール）として 4 隻

の帆船(velas)で出立した。3 隻はインドの発見の道を進むためで、一隻は食料を搭載してい

た。これらとその人々から構成されていた。 それらの船長達は： 

サン・ガブリエル号：ヴァスコ・ダ・ガマ 

サン・ラファエル号：パウロ・ダ・ガマ ポルトガルへの帰途、キロアとモンバサ間の浅

瀬で座礁した。 船の名前にちなんで、この浅瀬をサン・ラファエルと称した。この船の
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人々は同伴していた 2 隻に分乗した。 

ベリオ号：ニコラウ・コエリョ 

（訳注:船名なし）ゴサーロ・ヌーニェス、ヴァスコ・ダ・ガマの従者で、喜望峰を過ぎた

後、サン・ブラス海域の少し先、この船の食料と人々は同伴の他の船（複数）に分乗し、

空船にした後に火を放った。 

 

「報告書」「報告書」「報告書」「報告書」    

《本文》 

ヴァスコ・ダ・ガマ 総司令官 

       1497149714971497 年年年年    
1497 年 6 月 2 日、東インドを発見するために、国王ドン・アフォンソ 5 世とその妻ドナ・

イザベル・ソドレの家の毒見役エステヴァン・ダ・ガマの長子ヴァスコ・ダ・ガマが 4 隻

のナウの総司令官としてリスボンを出立した。彼はサン・ラファエル号に、その弟のパウ

ロ・ダ・ガマがサン・ガブリエル号に、ニコラウ・コエリョがサン・ミゲル号に。 

 

（余白注：6 月 2 日に 4 隻の帆船〔vellas〕、他〔複数〕は 7 月 8 日と言う） 

 

１隻の食料のナオの船長ゴンサーロ・ヌーネスは喜望峰の前で船（複数 navios）に収容さ

れ、このナオは本王国へ戻った。パウロ・ダ・ガマの乗船する船サン・ガブリエル号はひ

どく損傷し、航海できなくなったので、他の船(複数)にあわせるために、喜望峰のカフラリ

ア(Cafraria)の中のほうにある川の中で解体した。 この川をミセリコルディア川（訳注：

慈悲の川）と名づけた。そしてパウロ・ダ・ガマは彼の兄の船に移り、皆は両方に分かれ

て航海を続けた。 

（余白注：他の報告書は次ぎのように述べている。 7 月 8 日にヴァスコ・ダ・ガマはナオ

のサン・ガブルエル号に、その兄弟のパウロ・ダ・ガマはサン・ラファエル号に、ニクラ

ウ・コエリョはナウのベリオ号に、ゴンサーロ・ヌーネスは食料と共に一隻のナオで出立

した。ゴンサーロ・ヌーネスのこのナオの人々と積んでいた食料は喜望峰を過ぎた後、サ

ン・ブラスの給水地(Agoada)（訳注：現在のモスル湾とされる）の先で一緒にいた他の船

（訳注:複数）に分乗し、空船となったこの船に火を放った。パウロ・ダ・ガマの船はポル

トガルへ戻る途中、キロアとモンバサの間の浅瀬で座礁した。 ナオがサン・ラファエル

号と呼ばれたので、それにちなんで、この浅瀬はサン・ラファエルと呼ばれた。人々は一

緒にいた 2 隻に分乗した。） 

モザンビークで停泊たが、ここでシェイク（訳注：ベドウィンの族長を指す言葉）が裏切

りによって船を捕らえようとした。サン・ジョルジェ島で下船したが、この島は喜望峰か

ら奥地にかけて、初めてのミサが行われた所と言う。 

ここからキロアとモンバサへ向ったが、これらの全ての島の王達は彼らを裏切ろうとした
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が、神はそれが成功することをお許しにならなかった。しかし、メリンデの王は彼等を誠

実にもてなし、信頼できるピロート達を彼等に与えた。ピロート達は彼等をアンジェディ

ーヴァに連れていった。ここでゴアの領主であるサバイオのフスタ船(訳注：複数)と争った

が、勝利を手中にした。ここからカリクー(Calicut)に行ったが、ここではサモリンが彼等

をいろいろ欺こうとしたが、成功しなかった。ここからコーチンに行き、その王に歓迎さ

れた。またカナノールでも同様に出迎えられ、やっと 2 隻に荷を乗せることができ、本国

に戻った。1499 年 9 月 18 日に無事リスボンへ到着した。 

パウロ・ダ・ガマはテルセイラ島のアングラの市で病没し、同市のサン・フ

ランシスコ修道院に葬られた。 

    

1505150515051505 年の艦隊年の艦隊年の艦隊年の艦隊    

 

「備忘録」「備忘録」「備忘録」「備忘録」    

ドン・フランシスコ・デ・アルメイダは総司令官として 3 月 25 日に 22 隻の艦隊を率いて

インドへ出立した。そのうちの 12 隻が香辛料を積載して戻り、他はインドに残り、彼もま

た、その副王の肩書きで残った。国王が持参させた指示書(レジメント)に従って、行きがけ

にキローアに砦を一つ築き、もう一つをアンジェディーヴァに築いた。インドにおける統

治の期間を終え、ポルトガルへ戻る際にサルダーニャの水域においてカフレ達に殺された。

この争いにおいて 12 人のカピタンを含む 50 人の身分の高い乗船者が死んだ。 

艦隊の船は次のごとし：（訳注：○内の番号は訳者が付したもの） 

① ベーラ号(Bela)：ペロ・フェレイラ・フォガッサ、赤道から 40 レグア手前のところで、

浸水してナオは沈没したが、乗船していた人々と甲板上にあった商品のあるものは救出

された。 

② サン・ジェロニモ号(S.Jerónimo)：D.フランシスコ・デ・アルメイダ 

③ ルイ・フレイレ 

④ ヴァスコ・ゴンサルヴェス・デ・アブレウ 往路、暴風でマストが折れた 

⑤ コンセイソン号 (Conceição)：バスティアン・デ・ソウザ 

⑥ ロドリーゴ・ラベーロ 

⑦ アントン・ゴンサルベス､ セシンブラ(Sesimbra)の大法官(alcaide-mor) 

⑧ フェルナン・ソアーレス､ 帰路、向い風に会い、その当時までなされたことのなかった

S.ロレンソ島(訳注：マダガスカル島のこと)の外側への航海を新たに行った。 

⑨ ローポ・デ・デウス、 船長兼ピロート 

⑩ レオナルダ号(Leonarda)：ディオゴ・コレイア 

⑪ ジョアン・セラーノ 

(訳注：右ページ) 

インドに残留したのは下記に挙げたもので、これらの船長達と共にである、 
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⑫ サン・ジョルジェ号(S.jorge)：ジョアン・オーメン 

⑬ ドン・フランシスコ・デ・エッサ 

⑭ ゴンサーロ・デ・パイヴァ 

⑮ アントン・ヴァス 

⑯ ローポ・チャノーカ 

⑰ ゴンサーロ・ヴァス・デ・ゴイス 

⑱ フィリッペ・ロイス 

⑲ タフォレイア号(Taforeia) (訳注：意味不明の命名) ベルムーデス・ディアス､ カステ

ィーリアの郷士 

⑳ ルーカス・デ・フォンセッカ、 モザンビークで越冬した。 

(21)小カラヴェラ船(caravelão)：。 

(22)ローポ・サンチェス （訳注：1995 年版の注釈では挙げ忘れている。 上記(21)で座

礁させたと述べられたナオであろう。） 

 

｢｢｢｢報告書｣報告書｣報告書｣報告書｣    

《本文》 

ドン・フランシスコ・デ・アルメイダ 副王 

    1505 年 
初代総督にして 14 隻のナオと 6 隻のカラヴェラ船の総司令官であるドン・フランシスコ・

デ・アルメイダは 3 月 25 日に出立した。 

船長達：ドン・フェルナンド・デ・エッサ、ロウレンソ・デ・ブリート、ドン・アルヴァ

ロ・デ・ノローニャ、ペロ・フェレイラ、マノエル・ペッサーニャ、フェルナン・ソアー

レス、アントン・ゴンサルヴェス、ディオゴ・コレイア、ルイ・フレイレ、ヴァスコ・ゴ

メス・デ・アブレウ、ジョアン・ダ・ノーヴァ、ローポ・デ・ゴエス・エンリーケス、バ

スティアン・デ・ソウザ、ディオゴ・セラーン、ペロ・フェレイレとロッポ・サンチェス

は亡くなった。海上での総司令官は息子のドン・ロウレンソ・デ・アルメイダ。 

カラヴェーラには、ジョアン・セラーン、カスティーリャの郷士のアロンソ・ベルムン

デス、ロッポ・チャノーカ、ゴンサーロ・デ・パイヴァ、アントン・ヴァス、ルーカス・

ダフォンセッカ、ジョアン・オーメン・カヴァレイロ。この年にはキローアの要塞を作り、

サンチアーゴと名づけられた。最初のカピタンはペロ・フェレイラであった。またアンジ

ェディーヴァに第二の要塞を作り、サンクタ・クリスチーニャと名づけられた。最初のカ

ピタンはマノエル・ペッサーニャであった。同年にカノネール（原注：カナノールのこと）

の要塞を石で作った。最初のカピタンはロウレンソ・デ・ブリートで、サン・アンジェロ

と名づけられた。これらの要塞が完成すると、総督は副王を名乗った。 

（余白注：3 月 25 日に 20 隻。他の報告書は 22 隻と言う。） 



 21

（余白注：他の報告書：ドン・フランシスコ・デ・アルメイダはナオのジェスース号(Jesus)  

ヴァスコ・ゴメス・デ・アブレウは S.ガウブリエル号(S.Gabriel)  

ペロ・フェレイラ・フォガーサはベーラ号(Bella) ジョアン・ダ・ノーヴァはフロール・

デ・マル号(Flor de Mar)  ルイ・フレイレ、フェルナン・ソアーレス、セバスティアン・

デ・ソウザ、アントン・ゴンサルベス､ セジンブラ(Sezimbra)の大法官(alcaide-mor)、デ

ィオゴ・コレイア、ローポ・デ・デウス、 船長兼ピロート、ジョアン・セラーン、カン

ポ・マイオールの D.フェルナンド・デ・サー、カスティーリャの郷士のアロンソ・ベルム

ンデス、ローポ・サンチェス、ゴンサーロ・デ・パイヴァ、ルーカス・ダ・フォンセッカ、

ローポ・チャノーカ、ゴンサーロ・ヴァス・デ・ゴエス、アントン・ヴァス 

この艦隊の最初の 12 隻は香辛料を積載して戻り、他は艦隊としてインドに残った。 

出来事 

赤道の手前 40 レグアでペロ・フェレイラ船長のナオのベーラ号が浸水が激しくて手に負え

なくなり、沈没した。人々と甲板にあったかなりの商品は助け出され、全て他のナオ（訳

注：複数）に分散された。 

 ローポ・サンチェスは暴風に会い浸水をきたし、持ちこたえられなかったので、コレン

テス岬(cabo das Correntes)の 40 レグア手前で岸に乗り上げさせて、人と材木を助け、こ

れで小カラヴェラ船を作ったが、後に失われた。 
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香料・香辛料香料・香辛料香料・香辛料香料・香辛料関係関係関係関係のポルトガル語の語彙集のポルトガル語の語彙集のポルトガル語の語彙集のポルトガル語の語彙集    

02/03/16 
 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 読み方 日本語 備考 
Especiaria ｴｽﾍﾟｼｱﾘｱ 香料,香辛料  
Droga ﾄﾞﾛｰｶﾞ 薬種  
Ungüento 

ｳﾝｸﾞｪﾝﾄ 香油  

Botica ﾎﾞﾁｶ 薬店  

Agua de rosas ｱｸﾞｱ･ﾃﾞ･ﾎｰｻﾞｽ 薔薇水(ﾛｰｽﾞ水) ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾘｱ､ﾀﾞﾏｽｶｽのものが

有名 
Aloés ｱﾛｴ ｱﾛｴ､,蘆薈(ﾛｶｲ)  
Algália ｱﾙｶﾞﾘｱ 霊猫香 麝香猫から得た香料 
Almíscar ｱﾐｽｶﾙ 麝香(ｼﾞｬｺｳ) 麝香鹿から得た香料 
Âmbar cinzento 
(Âmbar gris) 

ｱﾝﾊﾞﾙ･ｼﾝｾﾞﾝﾄ 龍涎香 Âmbar(琥珀)と区別するた

めに cinzentoまたは grisを
付す 

Anil ｱﾆﾙ き藍 藍 色 の 染 料 , Indigofer 
Tinctoria 日本のﾀﾃﾞ藍.とは

異なる 
Assa fétida ｱｰｻ･ﾌｪﾁﾀﾞ 阿魏 ｲﾗﾝ原産､ｾﾘ科の多年草､根か

ら得た樹脂を薬用 
Benjoim ﾍﾞﾝｼﾞｮｲﾝ 安息香 落葉高木の樹脂 
Bétele ﾍﾞﾃﾚ ｷﾝﾏ 檳ﾛｳの実と石灰を包んで噛

む 
Cálamo aromático ｶﾗﾓ･ｱﾛﾏﾁｺ 菖蒲根､ｽｨｰﾄﾌﾗｯ

ｸﾞ(英名) 
学名:Acorus calamus､ 
菖蒲の根,根茎を乾燥 

Canela ｶﾈｰﾗ 肉桂,ｼﾅﾓﾝ ｽﾘﾗﾝｶ･南ｲﾝﾄﾞ原産 
Cânfora ｶﾝﾌｫﾗ 龍脳 常緑高木の樹脂 
Cardamomo 
(em grão) 

ｶﾙﾀﾞﾓｰﾓ 
(ｴﾝ･ｸﾞﾗｰﾝｫ) 

ｶｰﾀﾞﾓﾝ 中国人は白ｽﾞｸまたは小ｽﾞｸ

と称す 
Cássia ｶｯｼｱ ｶｯｼｱ､桂枝 ｼﾅﾓﾝをｲﾝﾄﾞ肉桂と称すのに

対しｼﾅ肉桂と言う 
Cravo ｸﾗｰｳﾞｫ 丁子(丁字) 

ｸﾛｰﾌﾞ(英名) 
原産地ﾓﾙｯｶ,高10mに達する

常緑樹の蕾を乾燥 
Cubebas ｸﾍﾞｰﾊﾞｽ ﾋｯﾁｮｳｶ,ｸﾍﾞﾊﾞ ｼﾞｬﾜとｽﾏﾄﾗに産する。胡椒に

似ているが長い小花梗がつ

いており、「尻尾の長い胡

椒」と言われる 
Curcuma ｸﾙｸﾏ 鬱黄(ｳｺﾝ) Açafrão da india(ｲﾝﾄﾞ･ｻﾌﾗ

ﾝ)とも称す 
Galanga ｶﾞﾗﾝｶﾞ ｶﾞﾗﾝｶﾞﾙ:英名 

南ｷｮｳ 
生姜科の熱帯植物の根茎 
中国名:大高良姜(ﾘｮｳｷｮｳ) 

Genjibre ｼﾞｪﾝｼﾞﾌﾞﾚ 生姜(ｼｮｳｶﾞ) 熱帯ｱｼﾞｱ原産 

Incenso ｲﾝｾﾝｿ 乳香 芳香ｺﾞﾑ樹脂の焚香料 
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Linaloés águila ﾘﾅﾛｴｽ･ｱｷﾞﾗ 沈香(伽羅) ﾘﾝｽﾎｰﾃﾝはｶﾗﾝﾊﾞｯｸに対して

香りの薄いものと言う 
Linaloés calambac ﾘﾅﾛｴｽ･ｶﾗﾝﾊﾞｯｸ 沈香(伽羅) ﾘﾝｽﾎｰﾃﾝはｱｷﾞﾗに対して香り

の濃い高級品と言う 
Maças ﾏｻｽ ﾒｰｽ ﾅﾂﾒｯｸﾞの種子を包む仮種子 
Maragueta ﾏﾗｹﾞｯﾀ (ﾏﾗｹﾞｯﾀ) ﾘ ﾝ ﾈ :Afromomum 

Mele-gueta 西ｱﾌﾘｶ産生姜

科 grãos do Paraíso｢天国

の種子」の名で 13 世紀には

知られていた 
Mirabolanos ﾐﾗﾎﾞﾗｰﾉｽ ｶﾘﾛｸ ｼｸﾝｼ科の高木 
Mirra ﾐｰﾗ 没薬 芳香ｺﾞﾑ樹脂の焚香料 
Noz muscada ﾉｽ･ﾑｽｶｰﾀﾞ ﾅﾂﾒｯｸﾞ 

ﾆｸｽﾞｸ 
原産地:東ｲﾝﾄﾞ諸島､ﾓﾙｯｶ島、

ﾒｰｽは種子の仮種皮 
Ópio (anfião) ｵﾋﾟｵ(ｱﾝﾌｨｱｰﾝ) 阿片  
Pau da China ﾊﾟｳ･ﾀﾞ･ﾁｰﾅ ｻﾙﾄﾘｲﾊﾞﾗ 

別名:ﾏﾝｼﾞｭｳｼﾊﾞ 
ﾘﾝﾈ:Smilax China,ﾕﾘ科 
ｼｵﾃﾞ属,日本では葉を食す。

根茎は漢方:ﾊﾞｯｶﾂ 
Pimenta ﾋﾟﾒﾝﾀ 胡椒 胡椒科の一般呼称 
Pimenta do reino ﾋﾟﾒﾝﾄ･ﾄﾞ･ﾚｲﾉ 胡椒 ﾘﾝﾈ:Piper negrum 
Pimentão ﾋﾟﾒﾝﾄｰﾝ 唐辛子 ﾘﾝﾈ:Capsicum annum, 

ｽﾍﾟｲﾝ語は Pimiento 
Ruibarbo ﾙｲﾊﾞﾙﾎﾞ 大黄 ﾀﾃﾞ科の多年草､根茎の外皮

を除去し乾燥する 
Sândalo ｻﾝﾀﾞﾛ 白檀 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ産常緑高木 
Espiquenardo  ｴｽﾋﾟｹﾅﾙﾄﾞ 甘松香 

ｽﾊﾟｲｸﾅﾙﾄﾞ 
ｲﾝﾄﾞ産の多年草、根を香料と

する 
Sumagre ｽﾏｸﾞﾚ ｽｰﾏｯｸ はぜ・ぬるで類の樹、乾燥葉

を製革や染料に使用 
Tamarindos ﾀﾏﾘﾝﾄﾞｽ ﾀﾏﾘﾝﾄﾞ ｱﾌﾘｶ産豆科の高木 
Tincal(Borax, 
Crisocora) 

ﾁﾝｶﾙ（ﾎﾞﾗｰｼｭ､ 
ｸﾘｿｺｰﾗ) 

硼砂 ﾏﾚｲ産が有名 金属の蝋付や

酸化防止剤 
Turbite ﾄｩﾙﾋﾞｰﾃ ﾔﾗｯﾊﾟ(ﾔﾗﾋﾞ根) ﾒｷｼｺ原産のﾋﾙｶﾞｵ科､塊根を

用いる 
Tutia ﾄｩﾁｱ 不純亜鉛酸塩  
Zeduar（Zedoária） ｾﾞﾄﾞｩｱﾙ 

(ｾﾞﾄﾞｱﾘｱ) 
莪じゅつ(ｶﾞｼﾞｭ
ﾂ) 

ﾋﾏﾗﾔ原産の生姜科多年草､鬱

黄(ｳｺﾝ)と同属 
Zerumba ｾﾞﾙﾝﾊﾞ 不明 生 姜 の 一 種 と 思 わ れ る

(LELLO) 

 

出典 

１．「香料の道」（鼻と舌 西東） 山田憲太郎 中公新書 

２．「ハーブ スパイス館」 小学館 

３．「スパイス＆ハーブ辞典」 武政三男 文園社 

４．「香辛料の世界史」リュシアン・ギュイヨ クセジュ文庫 
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詳細： 

(1) ﾘﾅﾛｴｽ･ｱｷﾞﾗ、ﾘﾅﾛｴｽ･ｶﾗﾝﾊﾞｯｸ ：１．「香料の道」203 ﾍﾟｰｼﾞ 

(2) ｶｯｼｱ ： 「香料の道」58 ﾍﾟｰｼﾞ 

(3) ｽﾊﾟｲｸﾅﾙﾄﾞ：「香料の道」73､102､177 ﾍﾟｰｼﾞ 

(4) ﾛｰｽﾞ水：「香料の道」102―104 ﾍﾟｰｼﾞ 

(5) ｶｰﾀﾞﾓﾝ：「香料の道」153 ﾍﾟｰｼﾞ、「香辛料の世界史」110 ﾍﾟｰｼﾞ 

(6) ｲﾝｾﾝｿ：「香料の道」159 ﾍﾟｰｼﾞ 

(7) 生姜：「香辛料の世界史」102 ﾍﾟｰｼﾞ 
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